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研究成果の概要（和文）：本研究では，①地方都市の若者文化，とりわけ音楽文化と地域社会との関係，②大都市周辺
地域における若者の転出入行動を場所感覚の観点から探求した。①については，フリーの野外音楽フェスティバルでは
，日本最大規模の「上田ジョイント」の盛衰について，「上田ジョイント」の制度化と，オーガナイザーの「サブカル
チャーからの卒業」をキー概念に分析した。②については，埼玉県戸田市における，転出入者の行動を調査票調査から
明らかにした。その際には，転出入行動が顕著であったのが若年層であり，転出入先が戸田市に隣接する市に多いこと
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this research, it grasps about (1) the opportunities and challenges found in th
e music culture of local cities in Japan and (2) the behavior of the migration in the surrounding area of 
the Tokyo metropolitan area.
First, I will discuss the largest free outdoor music festival and the local communities of Japan This stud
y examines the rise and fall of the UEDA JOINT Festival. In this study, the key concepts are the instituti
onalization of the Festival and the organizers' loss of interest in the music activities. Second, I will e
xplore the behavior of the migration in Toda-city, Saitama, and its factor. The methodology of a survey is
 a questionnaire. About 50% of out-migrants was the youth, and it was 25-39 years old. They choose Saitama
 Prefecture as out-migrant places, and about 70% of it moves out to Saitama city, Kawaguchi city. About in
-migrants, about 60% of it is in-migrant from Saitama Prefecture and Tokyo. About 50% of in-migrants was t
he youth, and it was 25-39 years old.
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１．研究開始当初の背景 
本研究の背景と動機は，（1）主体（主に若者）
の場所感覚や場所への愛着に関する理論
的・経験的考察および，（2）地方都市の若者
文化と余暇空間の探求，であった。 
（1）については，場所概念を体系化したジ
ョンストン（2002）を援用しつつ，場所に対
する意識や感覚について理論的かつ経験的
に考察していくことと，場所イメージや地域
性，ロカリティについて事例研究を進めてい
くことが大きな研究方針であった。（2）につ
いては，「地方分権」や「地方の時代」と言
われながらも，地方都市から大都市への若者
の流出に歯止めがかからない。その一方で，
地方都市を生きる若者に迫る地理学的研究
は非常に少ない。若者が地方都市に対してど
のような意識をもち，意味づけをしているか
については明らかにされていない。そのよう
な問題意識から，若者がたむろする地方都市
のストリート，公園，広場を「余暇空間」と
して設定し，聞き取りを重ねることで，地方
都市の若者の生きにくさ／生きやすさ，東京
など大都市への憧れ／劣等感などといった
地方都市を生きる若者の意識や意味づけの
様相を明らかにしようとした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は大きく分けて 2 つあり，(1)
地方都市の若者文化，とりわけ音楽文化と地
域コミュニティとの関係，(2)大都市周辺地域
における若年層の転出入行動を場所感覚の
観点から探求したもの，になる。 
(1)地方都市の若者文化と地域コミュニティ 
近年，大都市のみならず地方都市や農山漁村
において，野外音楽フェスティバル（以下，
野外フェス）が開催されている。その多くは
有料であるものの，入場料が無料の野外フェ
スも散見される。入場料が無料であると収入
が得られないので，主催者は野外フェスが開
催される地域の様々な資源を活用する必要
がある。その際に，野外フェスが地域社会や
地域コミュニティにおいて，どのような文脈
や意図で開催されているのだろうか。野外フ
ェスを取り巻くアクター（主催者，行政，協
賛企業など）は，野外フェスをどのように捉
えているのであろうか。それについて特定の
野外フェスの経験的調査からそれらについ
て明らかにしていくことが本研究の目的と
なる。 
 
(2)大都市周辺地域における若年層の転出入
行動と場所感覚 人文地理学において，大都
市周辺地域の居住地移動に関する研究は一
定の研究蓄積がある。一方，ある特定の都市
や地域をめぐる住民の転出と転入両方の動
態については，これまであまり取り上げられ
てこなかった。こういった研究が少ない理由
として，方法論的レベルでは，郵送法などの
調査票調査を実施する際，当該地域からの転
出者の動きを捕捉しにくく，有効なサンプル

数が得られないことがあげられよう。本研究
では，埼玉県戸田市にある戸田市政策研究所
の協力により，住民基本台帳データを使用し，
戸田市からの転出者と戸田市への転入者の
いずれにも郵送法で調査票調査を実施する
ことができた。どのような年齢階層や世帯構
成の集団がどこに転出したのか，あるいはど
こから転入してきたのか。その集団は戸田市
にどれくらいの期間住んでいたのか，その住
宅の所有関係は転出前後で変化があったの
か，といったことに着目しながら，転出入行
動の動態的な特徴とその要因の一端を明ら
かにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)地方都市の若者文化と地域コミュニティ 
余暇空間のひとつとして取り上げたのが，長
野県上田市で開催される「上田ジョイント」
という野外フェスである。これは上述のよう
に無料の野外フェスであり，主催者への詳細
な聞き取りと野外フェスの観察調査を実施
した。 
 
(2)大都市周辺地域における若年層の転出入
行動と場所感覚 上述のように A3 版両面 1
枚の調査票による調査であり，平成 21 年度
に戸田市から転出した 18 歳以上の市民
8,960 名および，同年度に戸田市に転入した
18 歳以上の市民 10,494 名からそれぞれ 900
名，計 1,800 名を無作為抽出し，調査票を郵
送した。転出者 352 名，転入者 412 票から有
効回答が得られた。調査票の回収率は転出者
が 39.1%，転入者が 45.8%であった。 
 
４．研究成果 
地方都市の余暇空間としての上田ジョイン
トが，地域社会や地域コミュニティとのかか
わりの中で，どのような盛衰を経たのかを以
下で示したい。その際のキー概念となるのが
「制度化」と「サブカルチャーからの卒業」
である。 
(1)「事業化」する上田ジョイントのジレンマ 
主催者であるT氏はアメリカの音楽大学を卒
業し，その好きな音楽のイベントを故郷・上
田で開催した。しかしながら，前年よりも多
様なアーティストを招聘し，ましてや，開催
場所の規模も大きくなると何らかの財源を
確保する必要が出てくる。その時に，上田ジ
ャズフェスティバル実行副委員長だったの
が，K 氏であり，彼女は町内会や婦人会など
のネットワークを駆使して協賛する団体を
増やしていった。E 社からの特別協賛も彼女
の人的ネットワークによるものである。上田
ジョイントを発展させるためには，安定した
財源を確保する必要があった。そのために企
業からの協賛金や行政の補助金も必要にな
るし，社会的信用を得るために NPO 化も必
要となる。しかしながら，制度化すればする
ほど，協賛団体や行政からの「まなざし」が
強くなり，NPO としての社会的責務を果た
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も分厚い「民間借家（アパート等）」のスト
ックがあり，戸田市に転入する際に，その多
くは「民間借家（アパート等）」と「持家（分
譲マンション）」のいずれかに住まうことに
なる。そして，その「民間借家（アパート等）」
の住民がまた転出していく。このような一連
の流れで，戸田市の人口の社会増加率は高い
わけだが，住宅ストックが不足してくると，
そういった人口の流動性は減少するかもし
れない。あるいは，直近の問題で若年世帯が
増加する中で，保育施設の不足が懸念されて
いるという。戸田市のみならず，地域をめぐ
る政策課題に対して，より詳細な転出入行動
の分析から検討していくことがますます求
められよう。 
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